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令和 5（2023）年度 事業計画書 
 

 

特定非営利活動法人やお市民活動ネットワーク 

 

 

Ⅰ 事業の実施方針 

当法人は、公益を産み出す人・主体を創り提供することで、豊かな市民社会の実現に寄与す

ることをミッション（使命）に活動展開している。 

社会問題・地域課題を見つけ、かつ、それらを改善・解決する当事者を創ることでもある。 

当法人の目的・ミッション（使命）を「人づくり・人育て」と言え、引き続き、当法人の事

業方針にも位置付ける。 

「つどい運営業務」は 5期目 3 年度目（通算 18 年 6 ヶ月）となり、フルタイムスタッフが

業務の主軸を担うまでになり、引き続き、もう 1名フルタイムスタッフを目指す人材を創り出

したい考えがある。世代交代・役割分担は着実に進め、さらに進める。 

前年度に続けて「人づくり・人育て」に応援いただける賛助会員の拡大（協力者という第二

の顧客の創造）を行う。小さな一歩の積み重ねを行い、賛助会員の拡大にチャレンジする。 

また、賛助会員の拡大は「つどい業務」で支援を行った皆様に協力を得る「収穫期」として、

賛助会員・寄付者になる協力者の増加を行う。またプロセスや結果を数字で示しながら、将来

の中間支援を主で行う人財投資へ向けた資金づくりの準備を兼ねて、図って参りたい。 

それがため、次の事業及びマネジメント運営を実施する。 

 

 

 

Ⅱ 事業の実施に関する事項 

１ 特定非営利活動に係る事業 

(1) 市民活動に関する情報の収集及び提供 

毎年度、「つどい委託事業」の業務内で行う。今年度も「つどい委託事業」の業務内で行う。 

 

(2) 市民活動に関する調査及び研究 

毎年度、「つどい委託事業」の業務内で行う。今年度も「つどい委託事業」の業務内で行う

が、政策提案については、当法人独自で実施を行う。 

 

(3) 市民活動に関する講座・講演 

毎年度、「つどい委託事業」の業務内で行う。今年度も「つどい委託事業」の業務内で行う。 

 

(4) 市民活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助 

○ 八尾市市民活動支援ネットワークセンター運営業務委託 

【実施内容】 「八尾市市民活動支援ネットワークセンター運営業務」として「つどい」の委託

運営を行う。 

【実施日時】 令和 5（2023）年 4 月 1 日～令和 6（2024）年 3 月 31 日 

【実施場所】 八尾市市民活動支援ネットワークセンター「つどい」 

【事業対象】 市民・市民活動団体・地域活動団体・社会貢献活動を行う事業者・学校園・行政等 

【収益及び費用】 活動予算書の通り。 

 

(5) その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

○ 活動自粛時の支援及び「つどい」夜間閉館に伴う活動場所の提供等 

【実施内容】 夜間の活動場所として部屋及び活動に必要な機器・人的支援等の提供を行う。 
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【実施日時】 令和 5（2023）年 4 月 1 日～令和 6（2024）年 3 月 31 日 

【実施場所】 光専寺 1階ガレージ及び 2 階和室（八尾市本町 7 丁目 9 番 2 号） 

【事業対象】 市民・市民活動団体・地域活動団体・社会貢献活動を行う事業者・学校園・行政等 

【収益及び費用】 活動予算書の通り。 

 

 

 

Ⅲ 事業実施体制に関する事項 

1 正会員の安定と増加 

・  正会員が 14 会員である。活動自粛・世代交代により、正会員から賛助会員へ移行された

方もおられたため、継続して正会員になられる方を人財発掘する。正会員 20 名を目標に

取り組む。また賛助会員の中から正会員として携わる方を見つけ出す。 

 

2 賛助会員数の増加 

・  「つどい業務」において 10 年間で 1,161 件の相談対応から、賛助会員の入会へ向けたお

声掛け先を大きく取りまとめた。相談回数の多かった方（件数）からお声がけを昨年度

末から試験的に行っている。引き続き、お声掛けを行う。 

 

3 マネジメント業務の効率化 

・ 引き続き、会計・税務・労務の電子化の移行に努め、電子申請等の業務効率化を行う。 

・ 特に会計では電子帳簿保存法の改正が昨年 1 月から施行されたため、今後対応を行う。 

 

 

 

Ⅳ 通常総会及び臨時総会（社員総会）の開催 

・ 6 月に開催を行う。 

・ 定款変更または新役員候補者が探し出せた場合は、臨時総会を開催する。 

 

 

 

Ⅴ 理事会その他の役員会の開催 

・ 年間 1 回の開催を目指す。 

・ 上掲の「賛助会員の拡大」状況の報告について検討を行う。 


